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 近年，リサイクル製品の販売が進まず，リサイクル製品の流通
不振がリサイクル推進を阻む要因となっている。

 現在のリサイクル推進施策は，「製品PR」や「技術開発・施設
整備支援」等の“生産支援”が中心。

 従来のリサイクル推進施策とともに，“流通を含むより幅広い
支援”に関する検討を行うことが重要。

民間及び行政での取組状況や県内のリサイクル製品の
市場状況等の基本的な情報が不足。

 リサイクル製品や競合材を対象とした実態調査や，民間や公共で
の利用推進方策の事例を抽出・分析。

 マーケティング分析結果を踏まえ， “流通も含めたより幅広い
支援”に着目したリサイクル製品の利用促進方策について検討。

VS VSVS

対象：再生砕石 対象：改良土 対象：発泡ガラス競合：山砕石 競合：山土 競合：発泡スチロールブロック

【対象リサイクル製品と競合材の内容】

【調査・分析結果内容及び利用促進方策の概要】

【研究の全体フロー】

 対象リサイクル製品及び
競合材の実態把握

【調査方法】既存資料の整理、ヒアリング調査

【調査項目】製品価格、供給範囲、利用用途等

 流通促進方策の事例調査

先進事例調査

 マーケティング分析

 対象リサイクル製品の市場調査

【調査方法】既存研究のレビュー

【調査項目】市場規模、市場の成長性、顧客

    　　　  　    のニーズ等

価格弾力性の

分析

共分散

構造分析

総合考察

＋
都道府県調査

【調査対象】46都道府県（広島県を除く）

【調査方法】アンケート調査

 広島県における対象リサイクル製品
の流通促進方策の検討

対象リサイクル製品の市場調査結果

マーケティング分析結果

【方策②】
リサイクル製品品質の明確化・強化

【用途別品質基準の導入】
【製品工場認定制度の導入】

 用途別での品質基準及び製品工場認
定を導入し、品質の明確化を図る。

【AIやIOT技術等による新鋭設備の導入】

 AI・IOT技術等の導入による新鋭技術
などにより省力化、製品品質の向上を
図る。

【方策③】
製品利用のインセンティブの付与・強化

【リサイクル製品の使用量に応じた補助金の交付
（民間工事）】

 事業例：リサイクル製品の購入代金の１/２を
支援し、価格のインセンティブを強化する。

【優先利用への条件付義務化など（公共工事）】

 特記仕様書への材料使用基準値などの明記。
 価格差に応じた優先利用の義務化（価格差が

●％以上なら義務など）

【方策④】
流通体制の強化

【港湾を利用した海上輸送の整備】

 海上輸送体制を構築できる仕組みを
検討。

 ストックヤード、桟橋などを整備し、海
上輸送が行える体制を整備。

【方策⑤】
需給バランスのモニタリングの強化

【県内（公共、民間含む）におけるモニタリ
ングの定期実施】

 県内の需給バランスを調査し、流通
拡大策の検討に向けた基礎資料とす
る。

調査結果を踏まえた検討

対象リサイクル製品と競合材の
実態把握結果

【方策①】
リサイクル製品の販売力の強化

【協業化の推進】

 協同組合等を設立し、共同販売を行う
ことで、大口需要先の開拓などの販路
の拡張を図る。

 協同組合等による研究開発や共同検
査の実施により、品質の向上、規格の
統一を図る。

出荷量等データ収集

使用量等
データ収集

広島県におけるリサイクル製品の利用促進方策

事業者主体での取組

行政及び事業者の協働での取組

行政主体での取組

 リサイクル製品の販売に当たっては、
協同組合を組織し、合理化・効率化
を図っている事例もある。

 リサイクル製品は競合材と比較し、価格を安価
に設定し、販売力を確保している傾向がある。

 リサイクル製品と競合材の価格差は地域により
異なっており、原材料や新材の入手のしやすさ
が影響していると考えられる。

 価格差が一定以上存在する場合、「製品品
質」の向上が購買行動（行動意図の向上）の
拡充に寄与する。

 「製品品質」と「供給価格」には強い関係性が
あり、「製品品質」の重要度が高まるほど、
「供給価格」への重要度も高まる。

 広島県内においてリサイクル製品の供給可
能量が不足している地域は特にない。

 広島県内でのリサイクル製品の出荷量（既
存の用途）は減少傾向で推移する見込み。

流通促進方策の事例調査結果

 需要量が供給量を上回っている
都道府県も存在。（一時的な大
規模需要の影響）

 リサイクル製品の用途別基準や
施設認定を行い、品質が高い製
品を継続的に供給できる仕組み
を構築している事例もある。

共分散構造分析結果

先進事例調査（東京都）

推定値
標準
誤差

検定
統計量

確率

製品品質 供給体制 0.366 0.051 2.226 *

供給価格 供給体制 0.767 0.112 4.401 ***

供給価格 製品品質 0.415 0.052 2.372 *

行動意図 製品品質 0.330 0.275 2.280 *

***：ｐ＜0.001（0.1％確率）、**：ｐ＜0.01（1.0％確率）、*：ｐ＜0.05（5.0％確率）

方矢印は因果関係、両矢印は相関関係を示す。
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